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マレーシアでの臨床実習は，２００７年にUiTMの Prof. Samy A. Azer が富山大学へ来校されたことをきっ
かけに，昨年５名の学生がAdvanced の期間にUiTMでの臨床実習を選択しました。今年も引き続き Prof.
Samyと総合診療部山城教授にお世話になり，３名でUiTMでの臨床実習に参加させて頂きました。また，
今年はUiTMから２名の学生が富山大学での実習に参加し，交換留学が実現しました。
【実習期間とスケジュール】
２００９年５月４日～５月２９日の４週間
１～２週目：Primary care
３～４週目：Cardiology
【目的】
・医療の場や日常生活での英語でのコミュニケーションを実践する
・身体所見に強くなる
・マレーシアでの医療を体験し，医療システムや医学教育の違いを見る
・４週間の異国・異文化の中での交流を通し，視野を広げる
・日本では珍しいがマレーシアでは多く見られる疾患（デング熱など）を学ぶ
【準備】
・マレーシアの概要についての情報収集
・医学英語対策
『100 Cases in Clinical Medicine』を使い症例を読んで英語でDiscussion する勉強会を，マレーシアに
行く３名を中心に１ヶ月程度行いました。思うように会話出来ないことは多々ありましたが，この勉強会
で良く使う医学英語に接することが出来たのは現地でとても役に立ちました。
・日常会話対策
市販のリスニングCDを少し聞きました。
【マレーシアの概要】
首都：Kuala Lumpur
人口：２５００万人
民族：マレー系６０％，中国系３０％，インド系１０％
通貨：RM
公用語：マレー語
国教：イスラム教
【マレーシアの医療と医学教育】
医療機関は公費負担が大きく個人負担はほとんどない public と，自由診療を行っている private の２つに
分けられます。Public では４時間を超えるような長い待ち時間が問題となっていました。
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マレーシアの医学部は５年制です。
UiTMでは１～２年生はMain Campus で解剖などの基礎医学を学びながら，医療面接や模型を使った手
技の実習を行います。３～５年生の３年間，みっちり病棟で臨床実習を行います。臨床実習では実習科ごと
に試験があり，試験に通らなければ再度実習を行わなければなりません。試験は先生の前で患者さんを実際
に診察し，所見や診断を述べるという実技的なものであり，学生はward work（病棟業務）の時間を大切
にして沢山の患者さんに話しかけ診察していました。そのためか皆身体所見の取り方には特に精通していま
した。
授業は全て英語で行われており，教科書も全て英語のものを使っていました。
【実習内容】
〈１～２週目：Primary Care〉
Primary Care では色々な部門を回り見学することが出来
ましたが，一番印象に残ったのは consultation といって学生
が実際に患者さんの問診，身体診察，検査のオーダーまで行
うというものでした。終わった後には Lecturer からの
feedback があり，鑑別診断を思い浮かべながら問診で何を
聞き，何の所見をとって，さらに患者に何を伝えれば良いの
かなど，大変学ぶことが多い時間でした。またお昼には
Group Discussion という時間があり，学生がその日気になっ
た症状や疾患について Lecturer と共にDiscussion し理解を
深めるという時間でした。疾患は日本と同様，高血圧や糖尿
病が大変多かったのですがデング熱や結核治療中の症例も経
験しました。
〈３～４週目：Cardiology〉
Cardiology では実際に病棟で学生に通訳してもらいなが
ら患者さんから話を聞いたり，身体所見をとらせて頂くこと
が出来ました。また実習の合間に「デング熱病棟」も案内し
て頂きました。
Cardiology では，Ward Work の時間に学生が沢山の患者
を「Top to Bottom（頭からつま先まで）」で系統的に診察
していました。Bed side teaching の時間は実際患者さんの
ベッドに皆で行き，学生が予めとってある問診や所見を述
べ，Lecturer が実際に確認していきながら feedback すると
いう形式が印象的でした。日本での実習のように論文を読ん
だり検査を見学する時間はありませんでしたが，その分特に
commonな疾患に対する理解や身体所見に対しては
Lecturer の熱心な feedback と学生の病棟での経験の積み重ねの下で熟練していると感じました。
・Clinic（KK TAMAN EHSAN，KK SUNGAI BULOH）での実習
Consulting Patients (Supervised by Lecturers)，Sitting in with FMS or MO in the General Clinic,
Maternal & Child Health Clinic, Treatment Room, Pharmacy の５部門を体験。
・Selayang Hospital での seminar
・Selayang Hospital での実習
Ward round・Bedside teaching・Ward work
・Seminar
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【先生，学生との交流】
Prof. Samy
とても温かく私達を歓迎して下さり，KLCCなどの名所に連
れて行って下さいました。４週間を通して，Prof. Samyとは
メールでの連絡をすることが出来，実習や生活に関して何でも
相談することが出来ました。
湿疹に悩まされた際も，相談して primary care の Dr.に診て
無料で薬を処方して頂きました。
週末のマラッカ＆プトラジャヤ観光
週末に primary care のメンバーが大学のバンを予約し（運
転手も一日同行してくれました！）マラッカとプトラジャヤへ
連れて行ってくれました。
食事
外食する方がコストが抑えられるので，気軽に外食する習慣
があり，ほとんど毎日夕飯は外へ連れて行ってもらい食べまし
た。メニューが豊富で，とても美味しく，絞りたてフルーツ
ジュースの味も格別でした！
【費用】（４週間）
航空費：約９万円
寮費・授業料など：約５万円
食費：約２万円
旅費：約５万円
マレーシアの空港やショッピングモール内にmoney
exchanger があります。
【持ち物】
・パソコン（今年は持っていかなかったのですが，病院内のパ
ソコン室は夕方に閉まってしまうので，持参した方が良いです。変圧器が必要です。）
・電子辞書
・携帯（現地での連絡手段として必要になります。現地でレンタルすることも出来るようでした。）
・日本からのお土産（マレーシアは日本好きな方が多く，日本のアニメやドラマ，バンドなどにとても詳し
いです！）
・教科書（Current など英語の教科書を持参したり，現地で買った教科書で勉強したのはわずかながら英語
に慣れる良い機会になったと思います。）
・マレー語会話の本（患者さんや学生同士の会話はマレー語が多いので，通訳してもらったり簡単な言葉を
教えてもらったりしました。この機会に本を持参してマレー語にチャレンジするのも面白いかもしれませ
ん。）
その他のものは大抵現地で調達できます。現地に着いたらまず水と蚊よけスプレーを買いました。
【結語～実習を通して得られたもの～】
臨床を大切にした教育や試験が行われており，学生達は暇さえあれば病棟へ行って患者さんと話し診察す
る習慣がありました。また実習と並行して行われるセミナーは基本的に学生が交代で presenter となり
power point を用いて心不全などといったテーマに沿って発表を行っていました。質問やDisucussion を自
由に行える活気ある雰囲気であり，学生の発表もとても分かりやすく，皆が積極的に参加し理解を深められ
る素晴らしい形だと感じました。日本ではまだ受身の授業が多いですが，最近チュートリアル形式の授業も
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増えているので，Discussion を恐れずに行える習慣を持ちたいと感じました。
マレーシアでの４週間を通して，改めて自分も卒業後医師となり初見の患者さんを診ることになるのだと
いうことを自覚し，そのための知識をつける勉強と同時に，国試勉強でしばらく病棟から離れても常に臨床
を想定して勉強することの重要性を感じました。実習中先生に言われ印象に残った言葉の一つに，You'll not
know unless you're looking for it. というものがあります。問診から鑑別を考え，得られるだろう所見を想
像して探すことと，マレーシアの学生さんのように日頃から訓練を行うことの２点を習得出来るように今後
頑張っていきたいと思いました。
また実習以外でも，宗教観や，マレーシアで出会った，親しみやすく助け合いの精神が豊かな人々から学
ぶことが多くありました。行く前は実習中の英語に関して不安がありましたが，現地でのコミュニケーショ
ンは想像以上にとても楽しいものでした。それも第一には，私達に関心を持ちいつも温かく歓迎してくれた
学生と先生方のお陰だと思います。
この実習は自分の人生の中でも本当に貴重な経験になりました。得られるものはとても大きいので，是非
後輩の皆さんにも今後Advanced で選択されることをお勧めしたいです。
最後になりましたが，このような機会を与えてくださり，親身にスケジュールの調整や相談にのって下
さった山城教授と Prof.Samyにとても感謝しています。どうも有難うございました。
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